
DV相談プラスは内閣府男女共同参画局が新型コロナウイルス感染拡
大に伴う外出自粛、休業等が行われる中、DVの増加・深刻化の懸念
を踏まえて2020年4月20日から開始された電話、SNS、メールによる
24時間相談と同行支援、保護、緊急時宿泊提供を行うものです。

DV相談プラスにおける利用者と相談内容（抜粋）
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相談テーマの内訳（複数回答）

小学生スキーキャンプ、中高生スキーキャンプを12月末に実施
予定です。雪山でのスキー体験と雪遊び、グループでの生活体
験、感染予防をしながら、子どもたちには人と人とのつながりを
大切にしてキャンプを体験してもらいたいと思います。
新型コロナウイルス感染症の状況により決定し、実施の有無、内
容をＨＰにて公開いたします。

リーダーやお友だちと一緒に楽しく滑ります
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新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止・変更する場合があります。最新のお知らせはホームページにてご確認ください。

テーマは、「生命を選ぶ」。メッセージを内藤新吾牧師（日本福音
ルーテル稔台教会牧師）より伺い、その後懇談の時をもちます。
「あさこはうす」支援も呼びかけます。詳しくはHPへ。

Christmas for Peace 2021

オンライン開催2021/12/11（土）

スキーキャンプ

海外の情報を取り入れたい、情報を発信したいNGO/NPOを、
翻訳・通訳で支援する活動の説明会です。３月開催。

翻訳・通訳ボランティア説明会

発達に課題やニーズのある子どもやきょうだい児対象の、板橋
センターでの活動でボランティアを募集しています。

障がい児支援ボランティア募集

秋田 みどり
石川 玲子
石藤 治子
板垣 貴子
市川 順子
乾 康子
岩木 俊一
岩城 由耶
内山 伸子
榎戸 涼子
榎本 祥子
及川 津紀子
大川 孝子
太田 尚子
大谷 伸子

大野 肇
小川 和美
柏木 妙子
金井 彰
加納 もも
川乱 昭子
菊池 俊夫
岸 貴美子
北村 和子
楠山 涛子
工藤 貴子
栗原 美津枝
黒澤 朋子
小池 えりか
幸福 花江
郡 恭子

小寺 かをる
小林 秀雄
小林 ヤス子
斎賀 朝子
齋藤 知弘
斎藤 喜子
坂口 和子
佐藤 マリ子
芝崎 良子
柴田 慶子
島崎 真奈美
白幡 ゆき子
杉本 陽子
鈴木 俊子
鈴木 信子
鈴木 陽子

鈴木 良男
鈴木 伶子
須田 永子
高橋 和子
高橋 伸
高橋 寛子
瀧澤 栄子
田中 英夫
戸井 眞澄
鞆田 茂
鳥海 百合子
仲澤 純代
中野 キミ子
成井 幸子
仁木 三智子
西田 操子

野﨑 斐子
野﨑 弓央
長谷川 りゑ子
初野 晴子
日笠 征恵
福田 育代
藤田 智
藤村 幸子
古沢 昭子
細川 敦子
細川 武
前田 佳紀
槙田 早苗
松浦 靖子
松木 真奈
松下 起子

松田 明美
三島 次郎
毛利 亮子
望田 幸
森川 紘一
矢﨑 卓子
柳沢 智子
山田 美千留
山根 尚子
依田 良子
米田 淳紀
和田 博子
匿名30名
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Newsletterは、東京YWCAの事業活動を皆様にお伝えするための広報紙です。毎回特集で取り上げる事業を中心に、東京YWCAの今をお届けします。
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シスコシステムズ合同会社
肢体不自由者水泳を支える会
七彩会
東京YWCAキッズガーデン親の会
東京YWCA専門学校同窓会
東洋英和女学院中高部宗教委員会
「留学生の母親」運動グループまどか
「留学生の母親」運動城南地域の会
「留学生の母親」運動千代田線沿線地域の会
「留学生の母親」運動工房「ひだまり」
その他有志

個人 企業・団体

以上、感謝をもってご報告申し上げます。

東京YWCAをご支援くださる皆様に心より感謝申し上げます。2020年度は、
寄付目標額1886万円のところ1156万6695円を頂戴しました。また、2021
年4月～ 6月の期間で、約680万円のご寄付をいただいております。引き続き
東京YWCAへの温かいご支援を心よりお願い申し上げます。

2021年1月1日～6月30日にご寄付いただいた皆様 （敬称略・五十音順）

東京YWCA会館
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-8-11
TEL : 03-3293-5421(代表)　FAX : 03-3293-5570
Email : office@tokyo.ywca.or.jp

公益財団法人東京ＹＷＣＡ
https://www.tokyo.ywca.or. jp

YWCA（ワイ・ダブリュー・シー・エー /Young Women's Christian Association）は、キリスト教を基盤に、世界中の女性が言語や文化の壁を越えて力を合わせ、女性の社会参画を進め、
人権や健康や環境が守られる平和な世界を実現する国際NGOです。1855年英国で始まり、今では日本を含む120あまりの国と地域で、約2,500万人の女性たちが活動しています。

・東京YWCA板橋センター
・東京YWCA国領センター
・東京YWCA武蔵野センター
・東京YWCA野尻キャンプ場

Event 東京YWCAのイベントをご紹介します。皆様ぜひご参加ください。

●寄付申込書のダウンロードや、詳細はホームページをご覧ください。

■銀行振込（お振り込み情報の確認のため、必ず寄付申込書をお送りください）
　・ゆうちょ銀行（口座番号：10120 44516671）
　・三菱UFJ銀行 神保町支店（口座番号：普通預金 1924322）
　・みずほ銀行　九段支店（口座番号：普通預金 583583）
　いずれも口座名義：公益財団法人東京YWCA

■郵便振替（郵便局備え付けの払込用紙の通信欄に「寄付」とご記入ください）
　口座番号：00100-8-44681　加入者名：公益財団法人東京YWCA
■オンライン寄付（ホームページより受け付けています）

ご寄付に関するお問い合わせ先　財団管理部企画課 TEL：03-3293-5436 Email：kaiin@tokyo.ywca.or.jp  

公益財団法人東京YWCAへのご寄付及び賛助会費は、寄附金控除の対象となります。制度の詳細は国税庁ホームページをご覧ください。

ご寄付のお礼とお願い
皆様のご支援により支えられています

出典：内閣府男女共同参画局　令和2年度「DV相談＋（プラス）事業における相談支援の分析に係る調査研究事業」報告書

発行日：2021年10月15日 （年2回発行）

2021 October

“特集
新型コロナウイルス感染が拡大する中で、ドメスティック・バイオレンス（以下DV）が増え
続けています。今回の特集では、東京YWCAで2009年より実施している、DV被害者
支援『支援者エンパワメントプログラム』の現在の動きについてお伝えします。

“DV被害者の支援者を支える
女性の人権

にあたる支援者は、一般に知られる機
会の少ない職業です。優れた傾聴力や
多角的な視点が必要であり、DVサバイ
バーの尊厳の回復や安心安全な生活
を考える伴走者として重責を担ってい
ます。しかし雇用形態は非正規である
ことが多く、待遇は決して恵まれていま
せん。体系的な研修を受ける機会も少
なく、職場によっては相談相手が不在
なことから、孤立や問題の抱え込みを
招いています。そのため支援者は疲弊
しバーンアウト、さらにはDVサバイバー
に対して二次加害という事例も起きて
います。これらの実態を踏まえ、東京
YWCAでは2009年よりDV被害者支
援『支援者エンパワメントプログラム』
を開始しました。

2020年度のDV相談件数は、19万30件
（内DV相談プラスは52,697件。内閣府
男女共同参画局調べ）でした。これは前
年度比約1.6倍にあたります。相談件数
が増加した理由は、感染拡大防止にお
ける外出自粛によって埋もれていたDV
被害が表面化したことにあります。内閣
府は2020年4月、災害時にDVが増え
るという過去の経験則から既存の「DV
相談ナビ」を補完する形で、新たに24
時間対応の相談窓口「DV相談プラス」
を開設しました。このことも相談の増加
に結びついた要因と考えられます。

DV被害者（以下DVサバイバー）の支援

良い支援を提供するには、支援者が
DVについて正しい知識を持ち心身
ともに健康であることが大切だと考
えています。学ぶ場としての『トレー
ニング』、支援者が繋がる場としての
『支援者サロン』を主軸に、支援者の
バーンアウトを防ぎ、孤立を避け、支
援者のエンパワメントを目指します。
参加する支援者の多くが自費で参加
していることから、皆様からのご寄付
や助成金で参加費の一部を補い、費
用設定を抑えています。今後とも皆
様からのご支援をよろしくお願いい
たします。 

東京YWCAは
なぜ支援者を支援するのか

忘れてはならない
支援者の存在

身体的DV
精神的DV
性的DV
経済的DV
社会的DV
デートDV

犯罪被害・被害の恐れ
被虐待（本人の過去の体験）

家族のこと
離婚のこと
こころのこと
からだのこと
生活のこと
仕事のこと

児童虐待（子どもへの）
ストーカー被害

その他

本人からの相談
94.4%
(16,584)

家族・知人からの相談
5.6%
(984)

電話
72.0%
(14,206)オンライン・

チャット（SNS）
21.8%
(4,299)

メール
6.2%
(1,229)

女性
87.6%
(16,851)

男性
11.4%
(2,199)

それ以外
0.9%
(176)

30.2% (5,350)
57.7% (10,210)

6.4% (1,128)
19.4% (3,428)

6.5% (1,147)
6.3% (1,110)

2.9% (510)
3.9% (684)

19.1% (3,381)
15.5% (2,743)
18.8% (3,319)

5.9% (1,040)
12.4% (2,194)

4.3% (767)
9.7% (1,713)

1.5% (270)
19.5% (3,454)





ニーズに応えるため
トレーナー養成も課題

真剣に、でも和やかに（2019年撮影）

大切にしたいのは
サバイバーの意志

参加者が視聴する事前学習動画「力と支配」の一部から

※DV被害を受けている、もしくは受けたことがある人を、試練の中で生き続
けている力強い人という意味で「サバイバー」と呼びます。

特 集

支援者トレーニングを
オンラインで実施

平和と人権事業部
女性と少女の人権課

03-3293-5434 josei@tokyo.ywca.or.jp
https://www.tokyo.ywca.or.jp/woman/empowerment/

☎

特集 女性の人権

ご関心のある方はどうぞお問い合わせください　研修会の日程はWebサイトをご覧ください

Topics 東京YWCAの最新の活動の中から、注目の話題をお伝えします。

90年変わらぬ風景。メインホールポーチから野尻湖を臨む

Rise Up! School Visits展開中！
私たちRUSVユースは、地域の中高生と出会いたい

中高YWCA関東地区カンファレンスに参加

1931年、日本女性の心身の育成とリーダーシップ養成のた
めに第１回野尻キャンプが行われ、多くの女子、近年は老若
男女を問わず多様な人々がキャンプを体験してきました。90
周年記念事業寄付で、水道管の入替、シャワー室改修、手洗
い場を新設できました。戦時中の指令による閉鎖以来、自ら
全面休止にしたのは2020年が初めてのことです。来年こそ、
大勢の子どもたちを迎えたいと準備中です。

野尻キャンプ90周年
1931→2021　～野尻からひらく～　
レガシィを未来へとつなぐ

東日本大震災被災者支援事業　震災から10年　バザー終了

いわきの子どもたちと東京のお友だち

インスタ始めました

「沖縄のいまを聞く」
自然破壊、命を脅かす軍事基地、
平和への決意、さらに強く
6月にSNSで沖縄への想いを込めた
メッセージを募り、7/16(金)にはオン
ラインで沖縄の現状を聞く会を開催
しました。東京、大阪、名古屋、熊本な
どから約30人が参加。現地で活動し
ている沖縄YWCAのメンバーへ質問
をしながら、抗議活動や、自然環境の
悪化状況、沖縄戦から続く世代を超
えた苦しみについて聞きました。平和
への決意がさらに強くされました。

「留学生の母親」運動奨学金
日本で学ぶ留学生に特別奨学金を支給
2020年度は一人5万円を9か国20人に支給できました。前
号の特集でご報告した後、多くのご寄付をいただき心より感
謝申し上げます。今年度も支給を決定しております。

私は中高生へのデートDV予防教育や、居場所づくりを行っ
ています。子どもたちと話す中で、デートDVのような状況にあ
る人や、人間関係で悩みを抱える人は多いと感じます。どうし
たら本人を否定せず一緒に考えていけるか悩む中、以前受
講した先輩の後押しもあり、「DVサバイバーと協働するため
の支援者トレーニング」をオンラインで受講しました。DVの
基本を学び、サバイバー主導の支援についてグループワーク
を重ねながら学びを深めたことで、現場でも「あなたはどうし
たい？どう思う？」という声掛けをより大切にするようになり
ました。また、多くの仲間と出会い、同じように悩みながら支
援していると知り、私も共に頑張ろうと思えました。

グループワークの学びで自分が変わる
いつか支援者仲間とリアルで会いたい
DV防止ながさき／予防教育担当／小岱海さん

民間シェルターでDV被害者支援に携わっています。2019
年に対面でのトレーニングを受講しました。虚勢を張らずに
「できない、わからない」が言え、自分に問い、悩みを共有し知
恵を出し合う、まさに私が求める研修でした。バリアを体験す
るワークでは支援もお金も使い果たし、家に帰るしかなくな
り呆然。様々なワークでは自分の“思い込み”にどきっ。これほ
ど自らを顧みる研修は無かったと思います。今年2月には、こ
のトレーニングを仲間と分かち合いたいと、施設のスタッフと
共にオンラインでのトレーニングに参加しました。それぞれが
トレーニングを通し何かを感じ取ってもらえたと思っていま
す。次回はぜひ仲間と一緒に、対面でも体験したいです。

「基本」に立ち返れる場所
スタッフ皆で同じ土台を
駆け込みシェルターとかち／相談員／鳴海恵さん

「支援の方向を決めるのはDVサバイバー本人の思いや計画で
あるべき」という理念に基づいて支援者トレーニングを行ってい
ます。DVが発生する社会的構造等のレクチャーやDVサバイ
バーの気持ちを疑似体験するワークショップ等を通しDVやDV
サバイバーの理解を深め、その理解を基盤とした支援を学びま
す。参加者からは「日々の支援の中で拠り所となっている」という
声もあがっています。新型コロナウイルスの感染拡大前、トレー
ニングは対面にて2日間（計14時間）で行われていました。感染
リスクのないオンラインでも実施できるよう開発し、今年2月には
オンラインで3日間（計7.5時間）実施しました。トレーニング終了

後の参加者アンケートや効果測定により対面と同じ効果が得ら
れることも確認できました。またオンラインでの開催は、交通費
や時間の節約になり、忙しい中でも参加しやすかったという声も
あり、新型コロナ収束後もオンラインでのトレーンングを続け、対
面と2本柱で支援者を支えていきたいと考えています。

います。支援者を支えるトレーニングはま
すます必要とされています。トレーニング
を担うトレーナーの養成が追い付いてい
ないのが現状ですが、一朝一夕にはいき
ません。先輩トレーナーのスキルアップを
行うと同時に、若いトレーナーの育成に
取り組むことが急務となっています。

トレーニングの修了生は延べ約200人に
なりました。この間にDVの社会的認知度
は上がり、感染症の拡大が被害者を顕在
化させたことで支援のニーズが高まって

Rise Up! School Visits（RUSV）
は、国連女性の地位委員会に参加し
た20代中心の若い女性たち（RUSV
ユース）がファシリテーターとなって、
ワークショップ形式で「人権教育とし
ての性教育」を提供するプログラムで
す。5月には、全国のRUSVユースが
交流会を開催。6月には「性的同意年
齢」をテーマにオンライン勉強会を2
回に分けて開催しました。身近なとこ

ろから「同意」について考え、対等な
パートナーシップと性的同意を学びま
した。7月に、全国のRUSVの紹介と
「ルッキズム」、「生理の貧困」を取り上
げたミニワークショップの動画を作
成。関 西 地 区で行なわれた日本
YWCAの加盟中高YWCAカンファレ
ンスに向けて配信しました。8月上旬
は関東地区カンファレンスで、「断る勇
気～同意って何～」をテーマに1時間

のワークショップを提供し、中高生・
先生方80人と率直な意見を交わすこ
とができました。今後も学びを深めつ
つ歩みを続けていきます。

第10回東日本大震災支援バザーは、新
型コロナウイルス感染拡大の収束が見
込めず中止しました。第1回から10年は
続ける目標でしたが、開催目的の福島の
子どもたちをキャンプに招待するための
資金は、これまでのバザー収益と、個人、
企業、団体からのご寄付で、震災から20

年、震災の年に生まれた子どもたちが成
人するまで続ける見通しがたちました。
東日本大震災支援バザーは、第9回を
もって終了を決めました。福島の子ども
たちのキャンプは、感染状況が落ち着き
次第再開の予定です。今後とも、ご支援
ご協力をよろしくお願い申し上げます。


